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横浜市金沢区における区民文化センター基本構想 概要版 
令和５年１月｜横浜市金沢区役所 

 
横浜市では、区民が身近に文化芸術に接し、幅広い分野の文化･芸術活動を行うことができるよう、金沢

区における区民文化センターの整備に向けた検討を進めています。 
金沢区ならではの区民文化センターの整備に向けて、重視する視点や望ましい機能、運営の方向性など

のめざす姿について、また施設機能など、基本的な方向性、施設全体や各諸室における配慮事項等につい
て整理し、基本構想としてまとめました。本書はその概要版となります。 

横浜市の区民文化センターの概要 【第 1章－１】 
区民文化センターは、地域に根差した個性ある文化の創造に寄与するために、横浜市区民文化センター

条例に基づき設置される「地域文化芸術活動の拠点」です。 

金沢区の概要と特性 【第 1章－２】 

金沢区は、森、川、海といった自然環境に恵まれており、また、鎌倉時代から近代を中心とする史跡の
宝庫となっています。まちの姿は変わりつつも、いつの時代でも地理的要衝の地にあり、その時々に最新
の生活文化が育まれ、金沢区の特徴をつくっています。人口は、平成 18 年以降緩やかに減少し高齢化が
進んでいる状況です。金沢区心部（金沢文庫駅から金沢八景駅にかけてのエリア）では、まちづくりを進
めるための３つの方策を設定した「金沢区心部まちづくり構想」を策定しています。 

金沢区内施設・近隣施設の利用状況 【第 1章－３】 

金沢区内、隣接区、隣接市において文化活動に利用されている施設を対象とした利用状況をみると、ギ
ャラリーは、市内には 100～200 ㎡の中規模の施設しかありませんが、中小規模のギャラリーの方が全体
の平均稼働率は高くなっています。また、音楽練習スペースについては、10 名以下の小規模、11～30 名
の中規模の方が大規模よりも平均稼働率が高くなっています。 

金沢区における区民文化センター整備の考え方と候補地の概要 【第 1章－４】 

■金沢区における区民文化センター整備の基本的な考え方 
文化面から見た金沢区の地域特性も踏まえ、金沢区における区民文化センター整備は、金沢区心部（金

沢文庫駅～金沢区総合庁舎周辺～金沢八景駅のエリア）で、金沢区内の交通の拠点のひとつである金沢八
景駅前から徒歩圏にある整備候補地での整備を検討します。 
区民ニーズを踏まえ、区民に必要とされている機能を中心に整備を検討します。また同じ金沢区心部に

ある金沢公会堂等と場所や機能について連携することで、金沢
区における文化芸術活動のより一層の充実を図ります。 

■整備候補地の概要 
整備候補地は、金沢八景駅東口地区土地区画整理事業区域内

２街区にある約 800 ㎡の市有地としています。金沢八景駅から
は徒歩２～３分の立地で、敷地の三面が道路に面しています。  
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金沢区における区民文化センターのめざす姿 【第 2章】 

金沢区における区民文化センターがどのような施設となることを目指していくか、その将来像をコンセ
プト（めざす姿）としてまとめました。このコンセプト（めざす姿）を実現するため、「重視する視点」、
「望ましい機能」、「事業(施設)運営の方向性」を設定します。 

■コンセプト（めざす姿） 【第 2章－１】 

金沢区らしい、まちに開かれた、文化・芸術の創造・発信 
■重視する視点 【第 2章－２】 
 

 
■望ましい機能 【第 2章－３】 
 

 
■事業（施設）運営の方向性 【第 2章－４】 
 

 
  

 

重視する視点 

金沢区らしい 
歴史･文化･芸術等の 

魅力発信 

区民の文化･芸術の 
活動･発表･交流 

気軽に文化･芸術に触れ
られる「とまり木」機能 

・金沢区らしさ・魅力の 
情報発信 

想
定
さ
れ
る
機
能 

・音を出す発表や練習 
・作品の展示や制作 
・文化･芸術セミナーや 
アート講座 

・文化･芸術活動の情報発信
や活動支援、団体間の交流 

・文化･芸術の情報発信や 
交流 

金沢区の特性を 
踏まえた文化･芸術 

活動拠点 

公共施設としての 
役割の発揮 

専門人材の配置と 
人材育成 

センター機能 
としての 
役割の発揮 
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金沢区における区民文化センターの施設機能・構成について 【第３章】 

■施設全体の考え方 【第３章－１】 
コンセプト（めざす姿）を実現するとともに、単館での整備となるメリットを十分に発揮するために、

街に開かれたデザイン、気軽に立ち寄れる雰囲気づくりの工夫、特に１階の機能配置や設えに十分に配慮
した施設となることが望まれます。 
区民の文化･芸術活動が街ににじみ出し、新たな交流が生まれるような雰囲気づくり、仕掛けづくりが重

要となります。そのためには利用者だけではなく、目的がなくても一人でふらっと、いつでも立ち寄れる
ような区民に親しまれる区民文化センターになることが望まれます。 
●施設全体における配慮事項 

ニーズに合った 
諸室の規模・ 
配置計画 

・大規模なホールは金沢公会堂･講堂の利用が見込まれることもあり、区内の市民
利用施設に不足している展示スペース（ギャラリー）や小規模な発表ができる諸
室（音楽多目的室等）を配置することが求められています。 

・文化･芸術活動団体の規模や利用者のニーズに合わせ、柔軟に対応できる諸室の
設えが求められます。                        ほか 

  

みんなを迎える 
グランドレベル 
の設えと工夫 

・金沢八景駅周辺のデザインガイドラインに則した、金沢区らしさを持った魅力的
な外観となることが求められます。 

・歩道から建物に入るまでのアプローチ等の屋外空間は、単なる通路としてではな
く、誰でも気軽に立ち寄れる区民文化センターの顔として、可能な限りまとまり
のある広さを確保して「とまり木」としての役割を発揮するとともに、様々な活
用ができるように配慮することが望まれます。             ほか 

  

やさしい設えと 
工夫･利用しや 
すい動線の確保 

・誰もが安心･安全かつ快適に利用できるように、地上階から最上階まで段差なく
移動できるなどのバリアフリー化、ユニバーサルデザインや感染症対策に配慮し
た施設とすることが求められます。また、デザインの工夫によるわかりやすい施
設内表示とすることも望まれます。 

・一般利用として利用される部分だけでなく､企画主催の利用者や指定管理者が使
用するバックヤード等にも配慮し､資機材や作品等の搬入･搬出のための段差の無
い動線､倉庫の大きさなどは､十分なスペースを確保することが望まれます。ほか 

  

駅前の立地特性 
を考慮した 
施設計画 

・デザインの工夫などで近隣の防犯やプライバシーに配慮した計画に努めることが
求められます。 

・駅前の立地であることを考慮し、駐車･駐輪スペースは法令上必要な台数の整備
とし、アプローチ等の屋外空間のスペースを確保することが望まれます。 ほか 

■各諸室の考え方 【第３章－２】 
各諸室の内容や整備にあたって配慮すべき点などについてまとめると、次のとおりとなります。 

室名等 配慮事項 
音楽多目的室 ・前室を備えた防音仕様とし、音楽や演劇、ダンス等の練習、発表ができる舞台性

能及び音響性能を確保し、舞台音響･照明･機構を備える。 
・100～150 席程度の来場者用椅子を並べることができ、あわせて小規模な舞台を
設えられるスペースが望ましい。                   ほか 
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室名等 配慮事項 
防音室 ・６～８名程度の少人数の楽器練習やバンド練習等がしやすい規模を想定し、２部

屋程度を設け、前室を備えた防音仕様とする。 
・個人練習、軽音楽、バンド練習等を想定するが、映像撮影など音楽以外の音を出
す活動に利用できるなど、幅広い活用ができる仕様とするよう配慮する。 

ギャラリー ・絵画、写真、彫刻、書、工芸、生け花などの創作活動の展示･発表ができる機能を
備える仕様とする。 

・標準的な広さ・壁長を備えた規模とし、大型作品も展示できるような天井高さを
確保する。また壁面にはピクチャーレールを備える。 

・可動式パーティション等により、部屋を分けて使ったり、展示壁面を確保したり
できるなど、可変性のある活用ができる仕様とする。          ほか 

会議室 ・会議、講演会・セミナー、創作ワークシップやアート講座など多機能での利用を
想定し、25名程度が入れる広さで 2部屋程度を設ける。可動式間仕切等により、
２室を一体で利用できる等の可変性を備えた仕様とすることが望ましい。 

・創作ワークショップ等の利用や映像投影を想定して、ツヤなし・白色の壁を１面
は備えるよう検討する。 

情報コーナー ・エントランススペースに隣接した外部から見やすい場所に配置し、気軽に立ち寄
りやすい開放的な雰囲気の設えとする。 

・エントランススペースと一体的な活用などができるよう配慮した設えとし、「と
まり木」機能としての役割を発揮できるよう工夫する。 

・事務室と近接した配置とし、利用者同士の文化活動の交流やコーディネーター等専門
人材との相談しやすい仕掛けと雰囲気づくりを目的として、ドリンク提供などカフェ
のようなコミュニケーションを促す運営及び什器等の設置を検討する。 

エントランス 
スペース 

・気軽に立ち寄りやすい開放的な雰囲気・設えとする。 
・金沢八景駅からアクセスしやすく、視認性の高い配置に配慮する。 
・情報コーナーに隣接した配置とし、一体的な活用などができるように配慮する。  ほか 

事務室 ・来館者がわかりやすい場所に受付等を配置するとともに、オープンな雰囲気で、
気軽に相談等ができるよう配慮する。 

・打合せスペース等は、情報コーナーなど隣接するスペースと併せて柔軟な利用が
できるような設え・什器の設置を検討する。 

屋外施設 屋上スペース ・屋上を創作ワークショップ等で利用できるような設え・設備を
検討する。 

アプローチな
どの１階屋外
スペース 

・気軽に立ち寄りやすい開放的な雰囲気となるよう、特にアプロ
ーチなど１階屋外スペースとエントランススペース周辺は工夫
した設えとする。 

駐車・駐輪 
スペース 

・敷地の三面が道路に面しているため、駐車・駐輪スペースは歩
行者や来館者にとって安全な配置・設えとする。    ほか 

 
作成 横浜市金沢区総務部区政推進課 

所在 横浜市金沢区泥亀 2-9-1 Eメール kz-kusei@city.yokohama.jp 
電話 045-788-7729       ファクス 045-786-4887 
ウェブページ https://www.city.yokohama.lg.jp/kanazawa/kurashi/ 

machizukuri_kankyo/machizukuri/kubunkentou.html 


